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動物医薬品検査所

１ 趣旨

抗原が変異しやすいインフルエンザウイルスに迅速に対応し、的確なワクチ

ン製造用株を供給できるよう、野外流行株の情報収集及び情報解析に基づくワ

クチン株の定期的な見直し及び製造用株の選定が必要とされている。

このため、「動物用インフルエンザワクチン国内製造用株選定委員会」（以下

「株選定委員会」という。）を動物医薬品検査所に設置し、鳥インフルエンザ

（油性アジュバント）不活化ワクチン及び馬インフルエンザ不活化ワクチンの

製造用株について、定期的な見直し及び製造用株の選定を行い、常に野外流行

株に有効なインフルエンザワクチンを確保する。

２ 検討事項

(1) 現行製造用株の変更の要否

(2) ワクチン候補株の選定

(3) ワクチン候補株の製造用株としての適性確認

３ 委員会の構成



(1) 委員会は、インフルエンザウイルス又は生物学的製剤に関する学識経験等

を有する者のうちから、所長が委嘱する者をもって構成する。

(2) 委員の任期は２年間とし、再任を妨げない。

任期途中で退任した場合の後任者の任期は残りの期間とする。

(3) 委員長は委員の互選によって選任し、委員長代理は委員のうちから委員長

が指名する。

(4) 委員長は、委員会の議事を運営する。

(5) 委員長に事故があるときは、委員長代理がその職務を代理する。

(6) 動物医薬品検査所長は、必要に応じて、学識経験者、製薬会社関係者、畜

産関係者等に、アドバイザー又はオブザーバーとして会議への出席を求める

ことができる。

４ 委員会の運営

(1) 委員会は、非公開とする。

(2) 委員会は、動物医薬品検査所長が招集する。

５ 委員会の事務局

検査第一部内に事務局を置き、所長が任命した者が委員会の運営及び事務局

の総括事務を担当する。なお、委員の委嘱及び委員会開催案内は、企画連絡室

企画調整課が担当する。

６ その他

前項に定めるもののほか、委員会の運営に関する事項その他必要な事項は、

別途定める。

附 則

この規程は，平成２２年１０月１５日から施行する。

附 則

この規程は，平成２３年４月２０日から施行する。

附 則

この規程は，平成２３年６月２３日から施行する。



附 則

この規程は，平成２６年４月２８日から施行する。

附 則

この規程は，平成２７年４月１６日から施行する。

附 則

この規程は，平成２８年４月１４日から施行する。

附 則

この規程は，平成２９年５月２５日から施行する。

附 則

この規程は，平成２９年８月２３日から施行する。

附 則

この規程は，平成３０年４月１０日から施行する。

附 則

この規程は，平成３０年６月２５日から施行する。


